
（176） アレルギーの臨床 38(2), 2018

◆「アレルギーの臨床」に寄せる ◆

 76 

　矢追インパクト療法は喘息・アトピー性皮
膚炎・アレルギー性鼻炎等アレルギー性疾
患に対する減感作療法の 1種として開発され
ましたが，疼痛性疾患にも倬効があります。
色々な関節・筋肉痛の長い罹病期間の果ては
sarcopenia でありフレイルです。この療法はフ
レイルに陥った人達の姿勢の矯正も既に発表
してきました。認知症もフレイルの 1部分と
考えます。これら疾患を治すのには，その人
の中で産生される大量のエネルギーが必要で
す。このエネルギーは筋肉中の脂肪酸を燃焼
すると得られます。この脂肪酸は血液中の中
性脂肪から供給されます。この脂肪酸を効率
よく燃焼させる刺激であり手段が YITです。
色々なアレルギー性疾患を治すのにも，その
人の中で産生される多量のエネルギーが必要
です。これらアレルギー性疾患を治すのに供
給できるエネルギーを産生させる刺激となる
のもこの療法です。これが YITが何故アレル
ギー性疾患に効くかの私の解釈であり説明で
す。現在主流として行われている減感作療法
は何で効くのかさえ明確に説明されていませ
ん。血中中性脂肪の少ない人は，空焚き状態
となり，疲労・疲弊感をもたらします。だか
ら患者さんには何でもよく食べてくださいと
進めます。
　1 例目 ) 80歳を超えた御婆さんが左眼周囲
帯状疱疹に罹患し，痛くて痛くてたまらず，
当院を聞きつけて横浜の遠くの方からやっ
て来ました。目の周囲や頭部にもやりまし
た。疼痛は次第に治まりましたが，この注射
を嫌っている様子でした。来院されなくなっ
て 1年ぐらい経った頃又頭に打ってほしいと
来院されました。今度は疼痛のためではなく，

頭がすっきりし，良くなることを自覚されて
いたらしく，頭に打ってほしいと言うのです。
聞けば御主人が小さな運送会社を経営し，急
死のため自分が女社長にならざるを得なかっ
たそうです。この療法を思い出し来院されま
した。2～ 3回頭皮に注射しましたが，体が温
かくなり，（（私頭が良くなった））と本人が言
うのです。会社の経営管理も上手くいってい
るのでしょう。1か月に 1回くらいの割で継
続して来院されています。2 例目 ) 80歳を超
えた御婆さんを娘さんが連れてきました。ア
ルツハイマー型認知症で他医院でアリセプト
とメマリーを数年間服用されているそうです。
1人では暮らせなくなり，ハワイで働いてい
た娘さんを呼び寄せました。その娘さんが当
院に母親を連れてきました。長谷川式は 5点
もありません。頭と背中に YITをやりました。
顔つき・姿勢が見た目にもすっきりと変わり
ました。娘さんは治療してもらったのだから，
当然だと何も疑問はなかったようです。その
後娘さんは自分の就職のための診断書を作成
に来られました。母を日中 1人にしておいて
も大丈夫と判断されたのでしょうか？お母さ
んは YIT注射の次の日，デイサービスで行っ
たことを全部その日の夜娘さんに話し，この
次あの病院には何時行くのですか？と聞いた
そうです。それ 1回きりでした。6～ 7か月
後に娘さんともう 1回 YITを希望して来院さ
れました。太って物がつかえて食べられない
と言う訴えでした。頭と背中に YITをやりま
した。物のつかえたような感じもなくなり，
顔つきも姿勢も外目にもすっきりされ，娘さ
んも納得されました。猫背と腹の肥満から胃
が財布のように折れ曲がり通過障害が出たの
でしょう。猫背もこの療法で是正できます。
YITで姿勢の矯正を別に発表しています。ご
参照ください。逆流性食道炎もこの療法で治
ります。娘さんはメマリーを効かないからと
自分で判断し，ずぅーと飲ませていないそう
です。2週間毎に通院し注射するなんて全然
思っていないようです。継続はしません。こ
の療法は保険に馴染みませんから。私も何も
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る痛みも進んでいます。この療法は膝痛も治
療できますがやらずにいます。今では娘さん
たちは奥さんの方を心配しています。娘さん
たちはこの療法のことは考慮の中にはありま
せん。整形外科に連れて行くらしい。この療
法は保険は効かないので経済的な理由で私も
勧めない。ただアリセプトとメマリーを処方
し続けています。夫も経済的な理由で奥さん
よりも後で中断していますが，奥さんより元
気でデイサービスに通っています。5 例目 ) 
75～ 80歳の貸ビルオーナーのご夫婦奥さん
は長年涙目と膝痛に悩んでいる。自分の家の
前は有名な大病院があり何度もそこへ通院し
ていた。でも治らない。YITで涙目も膝痛も
治った。涙目の治療は上眼瞼に YITをやるだ
けです。ついでに頭頂部と前頭部に打ってい
たら、（（私どうも頭が良くなった））と言うの
です。それからも頭に打つのを継続していま
す。娘さんとこの冬オランダに行ってきたそ
うですが、長歩きしたにもかかわらず、涙目
にもならず、膝も痛くなかったそうです。夫
は顔面帯状疱疹になり頭にも打ちました。痛
みは治まったのですが、心筋梗塞になり、急
遽入院し 3か所ステント治療をやり退院して
きて色々な薬を服用していますが、家族が何
かおかしい、認知症になったようだと相談に
来ました。長谷川式で調べると明らかにアル
ツハイマー型認知症です。成りたての認知症
です。頭に数個 YITをやりました。すると又
思い出すようになり、家族も変だと思わなく
なりました。このように成りたて freshなのは
すぐ元へ戻る印象を受けました。
　〔私見〕刺激ですから脳血液関門 BBB(Blood 
Brain Barrier)というような物質が通過出来る
か出来ないかという難しい問題とは関係なく，
ダイレクトに脳を刺激できることです。実際
後頭部に皮内注射すると沁みて行って脳内を
刺激しているのが実感できます。後頭部には
頭蓋骨を超えた先には視覚領野があります。
そこが刺激され目が大きくなり，光がより多
く入ってきますから，視野が明るくなり，患
者さんは明るく良く見えるようになったと表

進めません。この娘さんのアルツハイマー型
認知症は治しがたい病気で A4（anti amyloid 
treatment in asymptomatic Alzheimer disease）研
究中など知る由もありません。3 例目 ) 90歳
を超えるお婆さんが寝たきりで，往診してく
ださいと言われ，往診し YITをやりました。
段々物を食べるようになり，力も付いてきて
太ってきました。長岡出身で，幼少期より黒
豆のよく煮たものが大好きだったそうです。
それを又食べるようになりました。寝なくな
り，夜遅く廊下を這ってガスホースや電話の
線を抜くようになり，ソファーに座って新聞
紙を 4つに切って畳んでテーブルの上にきち
んと片付け，整理整頓した気持ちなのでしょ
うか，無意味ながらも女性らしい仕草をし，
昔宝塚のフアンだったらしく，テーブルの上
に宝塚の本が置いてあり，表紙の大きな字を
読むようになりました。ある日座って YITを
やったら，「私の歯牙にもかけず，何故こんな
痛いことをやるのですか？」と怒って問いま
す。長岡出身なのでこういう方言になったの
だと思います。だいぶ良くなってきたなと思
い YITを止めました。そしたら段々食欲も衰
え，痩せてきて寝ているようになりました。2
年後には元に戻ってしまいました。眼だけは
以前と違い大きなままでした。そのうち介護
をしていた娘さんが大腸癌で入院せざるを得
なくなり，患者さんは特養に入所されました。
　この療法は皮膚刺激ですが，脳ミソも発
生学的には外胚葉ですから脳を刺激でき
ると思います。神経軸索反射を利用した
antidromic(逆走 )刺激です。最も効果的な脳
刺激療法であると思います。4 例目 ) 2人の
娘さんを持つ 80歳前後の御夫婦，2人とも
アルツハイマー認知症になっています。奥さ
んの方が程度が軽く元気でした。奥さんは夫
を心配してかばって，夫だけ YITをやりまし
た。費用の面で 2人分は支払えないからです。
夫には頭部に 7個 2週間に 1回ずつやりまし
た。夫の進行速度は遅くなり少し元気になっ
た。経済的な理由で，奥さんの方はやらずに
いたら進行速度が速く，変形性膝関節症によ
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現します。実際ベルの麻痺等の眼瞼下垂・外
耳道に帯状疱疹ができるラムゼーハント症候
群・眼筋麻痺による二重像等も治療できます。
鍼治療上の百会に打つと，刺激が頭の中に沁
み通って行くのが実感できます。前頭部に打
つと頭がすっきりしたと言われます。つい最
近ある患者さんが滝に打たれる修行をしてい
るそうですが，頭頂部から肩・背中に打った
ら，滝に打たれた後と同じ feelingだったと喜
んでいました。この療法は確かに脳を直接刺
激でき，かつ最も効果的な脳刺激療法である
と確信します。
　〔参考１〕一般的に言えば，外胚葉は，神経
系（脊椎，末梢神経および脳），歯のエナメル
質および表皮（外皮の外側部分）を形成する
ために分化する。また，口，肛門，鼻の粘膜
および，汗腺，髪と爪を形成する。Wikipedia
より
　この療法をやっていると頭髪と爪の伸びが
早くなり，痔瘻にもある程度効果あります。
これは痔瘻のことは言わずに皮膚病を治療し
ていた方が，後になって長年患ってきた痔瘻
にも良い効果があると言い出したからです。
皮膚病にはアトピー性皮膚炎・自家感作性皮
膚炎・ニキビ等に効果あります。乾癬症・全
身性エリテマトーデスには余り効きませんで
した。多分皮膚の変化が余りに早い状態や，
余りに遅い状態には効きにくく，長期間を要
するものと思います。ヘビースモーカーは汗
腺からヤニが分泌され，タバコ臭がきつく出
ます。長期間 YITをやっていると黒い皮膚が
白色化してきます。ヤニが出切るとこうなる
のでしょう。口内炎・歯槽膿漏・歯肉炎・ア
レルギー性鼻炎にももちろん効きます。人と
いうのは段々動けるとか姿勢が良くなるとか
状態が良くなってくると，私は元々こうだっ
たと言って怒る人もいます。これは副作用で
はありません。注射というものは，その人に
納得の行く説明もなくイキナリやると自尊心
を傷つけ怒ります。

　〔参考２〕脂肪酸は脳関門を通れないため，
脳は通常，脳関門を通過できるグルコースを
エネルギー源としています。絶食等によりグル
コースが枯渇した場合，アセチル CoAから生
成されたケトン体（アセト酢酸）もグルコース
と同様に脳関門を通過でき，脳関門通過後に再
度アセチル CoAに戻されて脳細胞のミトコン
ドリアの TCAサイクルでエネルギーとして利
用されます。なお，ケトン体のうちアセトンは
最終代謝物なのでエネルギーが変換できませ
ん。ケトン体は骨格筋，心臓，腎臓などでもエ
ネルギー源となりますが，肝臓ではエネルギー
源として利用できません。脳はグルコースを優
先的にエネルギー源として利用しますが，グル
コースが少ない時にはケトン体が主たるエネル
ギー源となります。Wikipediaより
　矢追博美先生 (2015年 2月没 )は，現在
行われている減感作療法を工夫改良し，よ
り安全な矢追インパクト療法を開発しまし
たが，この療法の前後で患者さんのアセチ
ルコリン，アドレナリン，ノルアドレナリ
ン，セロトニン，ドーパミン，DHEA(S) な
どの神経伝達脈管作動性物質 NeuroTransmit 
VascloActivator(NTVA)が短時間に増加するこ
とを採血により，私費 2億円を投じて調べら
れました。リラグゼーションがもたらされ，
脳波検査でも α波の増加を証明されました。
生体は“適度な刺激”を“適当な間隔” で
“繰り返し受ける”ことで自然に心身共に健
康・健全な状態を維持・増進できます。この
人間生命の basic & radicalな治療法を，矢追イ
ンパクト充電理論 Yaoi Impact Charging Theory
（YICT）と唱えられました。現在研究進行中
の A4（anti amyloid treatment in asymptomatic 
Alzheimer disease）研究等はまだ何らの成果も
得られず，そういう構想自体も含め全体的に
治療法・治療薬等も発想の転換が必要と思い
ます。何かを治すには，その人の中で大量の
エネルギーを産生する必要があります。その
発想がないのです。

☆ ☆ ☆
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